
名古屋大学大学院環境学研究科

国際化の推進について



環境学研究科は学生の皆さんの

国際力強化を応援しています

環境学の留学生の受入状況

留学生71名

48％

博士後期

課程 (D) 

全体

146名

学生間交流事業実施（交流会、現場見学会等）

詳しくは，環境学研究科・国際室まで！
（環境総合館4F401号室）

留学生76名

27%

全体

279名

博士前期
課程 (M) 

https://international.env.nagoya-u.ac.jp


環境学研究科は学生の皆さんの

国際力強化を応援しています

学生の海外派遣

詳しくは，環境学研究科・国際室まで！
（環境総合館4F401号室）

2026年度も世界で学修活動を展開予定！

ドイツ（９名）、インドネシア（１５名）、シンガポール（７名）、フィリピン（１０名）派遣予定！

海外連携大学

ドイツ シンガポールインドネシア フィリピン

海外研修の主な構成要素

https://international.env.nagoya-u.ac.jp


ラウンジでのイベント、スタディツアー

国際室：学生交流活動

etc.

様々な文化体験イベントを通して、日本人学生と留学生の共修の場を提供！

英語・日本語カフェ

つむぐカフェ

文化交流パーティー

スタディツアー



国 際 室 ： 海 外 協 定 校 へ の 短 期 派 遣 プ ロ グ ラ ム

Green Leadership Program

Sustainability 環境問題スタディツアー

SPU Sustainability Program

• 16日間以上の滞在を伴う、より実践的な海外研修プログラムを策定中





NUGELPの講義とも重複しており、NUGELPへの

参加を通じて日本人学生と交流
全て英語で学位取得が可能

Global30 (G30) 
環境土木工学プログラム・地球環境科学プログラム

海外で教育を受けた留学生・帰国子女対象のプログラム
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